
新型コロナワクチン接種予約受付コールセンター業務

再委託先の不正な事務処理
不正額を市に返還

和解について可決
３/15賛成多数

枚
方
議
会
４
面

０
５
０
１
０
４

藤
❶
藤
❷
井
❸
井
❹
井
❺
岡
❻
井
❼
岡

議
会
は
、
３
月
３
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
の
改
訂
に
向
け
て
」

を
案
件
と
し
た
全
員
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
新
庁
舎
整
備
を
含
む
市
駅

周
辺
再
整
備
の
具
体
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、

議
会
で
も
平
成
２９
年
３
月
か

ら
９
度
に
わ
た
り
全
員
協
議

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
４
年
９
月
の
全

員
協
議
会
で
示
さ
れ
た
「
④

⑤
街
区
の
市
有
地
を
有
効
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
（
案
）
」
や
、
①
・
②
街

区
の
可
能
性
調
査
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
議
会
の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
３
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
枚
方
市
駅
周
辺
再

整
備
基
本
計
画
を
改
訂
す
る

こ
と
及
び
そ
の
進
め
方（
案
）

な
ど
に
つ
い
て
、
理
事
者
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
（
内

容
は
下
欄
参
照
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
に
対
す
る

質
問
は
、
補
正
予
算
及
び
当

初
予
算
質
疑
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

本
件
は
、
市
が
㈱
パ
ソ
ナ

に
委
託
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
に
お
い
て
、同
社
の
再
委

託
先
が
不
正
な
事
務
処
理
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

不
正
額
を
同
社
か
ら
本
市
に

返
還
さ
せ
る
と
と
も
に
、未
払

い
の
委
託
料
か
ら
の
減
額
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
和
解

に
よ
り
解
決
す
る
も
の
で
す
。

内
容
等
は
次
の
と
お
り
。

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
受

付
等
に
関
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
に
お
い
て
、
勤
務

実
績
の
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

等
を
配
置
し
て
い
た
と
の
虚

偽
報
告
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
。

▼
全
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
勤
怠

記
録
等
で
確
認
し
た
配
置
不

足
分
３
億
５
９
５
９
万
２
７

９
６
円
を
市
に
返
還
等
を
さ

せ
、
５
年
度
に
国
に
返
還
す

る
。極

め
て
悪
質
な
事
案

な
ぜ
和
解
な
の
か

質
問

今
回
の
事
案
は
、
㈱

パ
ソ
ナ
が
一
方
的
に
悪
く
、

極
め
て
悪
質
と
考
え
る
。
な

ぜ
、
訴
訟
の
提
起
や
損
害
賠

償
の
請
求
に
よ
ら
ず
、
和
解

と
い
う
判
断
に
至
っ
た
の
か
。

な
お
、同
社
に
は
最
大
限
実

効
性
あ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

科
す
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

訴
訟
の
提
起
等
の
場

合
に
必
要
と
な
る
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
未
配
置
分
等
の
委
託

料
以
外
の
損
害
を
金
額
と
し

て
立
証
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
と
判
断
し
た
。

意
見

包
括
外
部
監
査
に
お

い
て
も
、
市
の
委
託
契
約
に

つ
い
て
様
々
な
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
事
案

も
教
訓
に
、
契
約
相
手
方
の

行
為
を
適
切
に
統
制
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を
。

報
告
内
容
は
、
市
立
小
学

校
に
お
い
て
、
児
童
が
教
室

を
清
掃
中
に
オ
ル
ガ
ン
を
移

動
さ
せ
よ
う
と
し
た
際
、
オ

ル
ガ
ン
が
別
の
児
童
の
左
足

甲
の
上
に
倒
れ
、
負
傷
し
た

事
故
で
す
。

市
立
小
学
校
児
童
負
傷
事
故

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど

再
発
防
止
の
徹
底
を

質
問

本
件
は
、
学
校
側
の

取
り
組
み
方
次
第
で
防
げ
た

事
故
と
考
え
る
が
、
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
の

徹
底
を
要
望
す
る
。

答
弁

過
去
に
も
同
様
の
事

故
が
起
き
て
い
た
が
、
安
全

管
理
の
徹
底
が
徐
々
に
風
化

し
て
い
た
こ
と
が
課
題
と
考

え
る
。
危
機
管
理
事
象
に
お

け
る
教
育
委
員
会
か
ら
の
指

示
が
形
骸
化
し
て
い
な
い
か
、

改
め
て
確
認
す
る
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
国
に
お

い
て
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
追
加
接
種
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
増
額
補
正

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１８
億
３
９
０
２
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

５
年
度
の
接
種
対
象
者
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接

種
を
１
年
延
長
す
る
と
い
う

が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
お

け
る
５
年
度
の
接
種
対
象
者

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
聞
く
。

答
弁

重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
高
齢
者
な
ど
は
５
月
か
ら

と
９
月
か
ら
の
年
２
回
の
接

種
を
、
そ
れ
以
外
の
人
は
９

月
か
ら
年
１
回
の
接
種
を
行

う
ほ
か
、
乳
幼
児
や
小
児
は

４
月
以
降
も
継
続
し
て
接
種

を
行
う
。
接
種
希
望
者
は
自

己
負
担
な
く
接
種
で
き
る
。

今
回
の
契
約
は
、
中
部
地

域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
周

辺
道
路
の
交
通
混
雑
の
緩
和

や
、
安
全
、
安
心
な
歩
行
空

間
の
確
保
、
防
災
機
能
の
強

化
を
図
る
た
め
、
道
路
整
備

工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、「
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
（
低
入
札
価
格
調
査

制
度（
＊
１
）対
象
型
）」で
、

落
札
候
補
者
の
入
札
書
記
載

金
額
が
調
査
基
準
価
格
を
下

回
っ
て
い
た
た
め
、
低
入
札

価
格
調
査
を
行
っ
た
上
、
落

札
者
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額
…
６
億
３
７
９

６
万
円

■
工
期
…
６
年
７
月
１５
日
ま

で※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

低
入
札
価
格
調
査

契
約
内
容
に
適
合
し
た
履
行

可
能
と
判
断
し
た
理
由
は

質
問

工
事
の
落
札
金
額
は

予
定
価
格
の
約
７５
％
と
、
か

な
り
の
低
価
格
で
あ
る
。
低

入
札
価
格
調
査
の
結
果
、
当

該
事
業
者
に
よ
り
契
約
内
容

に
適
合
し
た
履
行
が
可
能
と

判
断
し
た
主
な
理
由
を
聞
く
。

答
弁

同
事
業
者
が
本
件
工

事
の
現
場
に
つ
な
が
る
別
工

事
を
受
注
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、様
々
な
経
験
や
人
材
、

資
材
等
の
活
用
で
、
下
請
事

業
者
等
に
不
当
な
し
わ
寄
せ

を
生
じ
さ
せ
ず
に
履
行
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

議
会
は
、
３
月
３１
日
に
緊

急
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
、
国
の
物

価
高
克
服
に
向
け
た
追
加
策

に
お
け
る
低
所
得
世
帯
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
補
正
を
行

う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２２
億
８
６
３
４
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
補
正
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１６
億
７
１
５
５
万
円
、
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
給
付
事
業
費
補

助
金
６
億
１
４
７
９
万
円
の

増
額
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
費
（
対
象
世
帯
当
た
り
３

万
円
の
給
付
）
…
１６
億
７
１

５
５
万
円

▼
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
費
（
対
象
世
帯
の
子
ど
も

１
人
当
た
り
５
万
円
の
給
付
）

…
６
億
１
４
７
９
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

生
活
困
窮
者
等
へ

市
独
自
支
援
の
拡
充
を

質
問

低
所
得
世
帯
等
へ
の

給
付
金
は
、
早
く
届
く
よ
う

迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
が
、今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。

な
お
、
国
制
度
で
は
対
象

と
な
ら
な
い
生
活
困
窮
者
や

中
小
企
業
等
へ
の
市
独
自
支

援
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

答
弁

住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
は
、５
月
に
該
当
世
帯
に

申
請
書
を
送
付
し
、受
理
後
３

週
間
程
度
で
振
り
込
む
。低
所

得
の
子
育
て
世
帯
へ
は
、
現

時
点
で
は
５
月
中
の
支
給
を

目
途
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

全
て
の
子
育
て
世
帯
等
へ

早
急
な
支
援
を

質
問

国
が
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
追
加
し
た
１
・
２

兆
円
の
う
ち
、５
０
０
０
億
円

は
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
給
付
金
事
業
の
財
源

だ
が
、
残
り
７
０
０
０
億
円

分
に
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

な
お
、
全
て
の
子
育
て
世

帯
や
個
人
事
業
者
等
に
対
す

る
早
急
な
支
援
を
要
望
す
る
。

答
弁

残
り
７
０
０
０
億
円

の
う
ち
、
本
市
に
は
約
９
億

円
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
、

市
の
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
支
援
策
を
講
じ
る
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

じ
ょ
う

わ

菅
原
道
真
は
、
承
和
１２

年
（
８
４
５
年
）
、
学
者

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
少
よ
り
学
業
に
励
み
、

学
者
と
し
て
の
最
高
位
、

も
ん
じ
ょ
う

は
か
せ

文
章
博
士
と
な
り
ま
し

た
。異
例
の
出
世
を
重
ね
、

し
ょ
う
た
い

昌
泰
２
年
（
８
９
９
年
）、

右
大
臣
の
要
職
に
任
命
さ

ふ
じ
わ
ら
の
と
き
ひ
ら

れ
、
左
大
臣
藤
原
時
平
と

並
ん
で
国
家
の
政
務
を
統

括
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
藤
原
氏
の

策
謀
に
よ
り
、９
０
１
年
、

大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
残
る
伝
説
に
よ

る
と
、
道
真
が
九
州
に
向

か
う
途
中
、
馬
が
病
気
に

な
っ
た
の
で
里
の
人
に
預

け
ま
し
た
。
そ
の
馬
が
死

ん
だ
後
、
埋
葬
し
た
上
に

ほ
こ
ら

き

わ
ら

祠
を
建
て
、
草
や
切
り
藁

を
供
え
て
い
た
の
が
、
い

つ
の
頃
か
「
ク
サ
ガ
ミ
サ

ン
（
草
神
さ
ん
）」
（
牧
野

本
町
１
丁
目
）
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
真
は
、
小
高

い
山
の
上
で
、
都
の
方
角

を
望
み
名
残
を
惜
し
み
ま

し
た
。
道
真
を
慕
っ
て
娘

か
り
や
ひ
め

の
苅
屋
姫
が
後
を
追
っ
て

来
ま
し
た
が
、
着
い
た
と

き
に
は
、
既
に
道
真
は
旅

立
っ
た
後
で
し
た
。姫
は
、

さ

だ

足
ず
り
（
蹉
跎
）
し
て
悲

嘆
の
涙
に
暮
れ
ま
し
た
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
こ
か

ら
蹉
跎
と
い
う
地
名
が
生

ま
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

姫
を
哀
れ
ん
だ
道
真
は
、

自
身
の
座
像
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
村
人
が
祀
る

し
ゃ
で
ん

た
め
に
社
殿
を
設
け
た
の

が
蹉
跎
神
社
（
南
中
振
１

丁
目
）
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

道
真
に
ま
つ
わ
る
神
社

や
旧
跡
は
各
地
に
あ
り
ま

す
が
、
枚
方
に
も
残
る
旧

跡
を
一
度
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
報
が
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
新

た
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
市
議

会
議
員
が
枚
方
市
の
発
展
に

向
け
、
活
動
を
始
め
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
号
で
、
私
た
ち
が
発
行

す
る
最
後
の
議
会
報
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
引
き
続

き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
議
会

報
編
集
委
員
会
で
協
議
、
決

定
し
た
編
集
基
準
に
基
づ
き

編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…

木
村

亮
太

副
委
員
長
…

大
地

正
広

委

員
…

松
岡
ち
ひ
ろ
、

加
藤

治
、
奥
野

美
佳
、

小
池

晶
子
、
田
中

優
子

※
議
会
報
編
集
委
員
会
の
委

員
構
成
は
、
編
集
当
時
の
も

の
で
す
。

＊
１

低
入
札
価
格
調
査
制

度
…
調
査
基
準
価
格
を
設
定

し
て
同
価
格
を
下
回
る
入
札

が
あ
っ
た
場
合
に
は
落
札
を

保
留
し
、
そ
の
入
札
金
額
で

当
該
契
約
の
適
正
な
履
行
が

可
能
か
ど
う
か
を
調
査
及
び

審
査
し
、
落
札
者
を
決
定
す

る
制
度
の
こ
と
。

蹉
跎
神
社
の
社
殿
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